
                                                 

○太平洋における尻屋崎線、日本海における十

三線の水温断面図 

 試験船開運丸は 8 月 29 日～9 月 4 日、太平

洋・日本海沖合定線観測を行いました。その結

果は下図のとおりです。 
太平洋（左図）では、水温 10 度線（東経 143

度以西）を境に水深 250ｍまで津軽暖流が分布

し、その下に親潮が分布していました。 
 日本海（右図）では、対馬暖流は水温 10 度

線（東経 138.5 度以東）を境に青森県沿岸に近

づくにしたがい、水深 150ｍまで分布していま

した。
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今回は竜飛、尻労、平舘

ブイで前回並み、階上、茂

浦で降温し、その他の地域

では昇温しました。 
昨年と比べると、日本海

側が＋0.2 度、津軽海峡側が

＋0.1 度、陸奥湾内が－0.1
度、太平洋が－1.9 度で、平

均昨年差は－0.5 度となっ

ています。 
平年と比べると、太平洋

側でかなり低め、ほかは平

年並みとなっています。 

水温 平年差 昨年差 前回差

深　浦 - - - -

鯵ヶ沢 24.2 +0.5 +0.2 +0.1

竜　飛 23.4 -0.3 -0.5 +0.0

佐　井 - - - -

青　森 22.2 -0.6 -0.4 +0.1

蛇　浦 23.0 +1.1 +2.5 +0.1

関根浜 - - - -

尻　労 19.1 -1.5 -1.9 +0.0

泊 20.1 -0.8 -1.6 +0.2

八　戸 19.4 -1.2 -1.9 +0.2

階　上 19.0 -1.7 -2.3 -0.1

茂　浦 22.9 +0.5 +0.3 -0.2

平舘ブイ 22.9 +0.0 +0.1 +0.0

青森ブイ 22.9 +0.2 +0.2 +0.4

東湾ブイ 22.1 -0.5 -0.7 +0.7

平　均 21.8 -0.4 -0.5 +0.1

日 本 海 24 ℃台 津 軽 海峡 23 ℃台

陸 奥 湾 22 ℃台 太 平 洋 19 ～ 20 ℃台

沿岸各地の水温 （9月6～10日）

図 定地水温（8月 16～20 日） 

平均値（平年差）ブイ１m 
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太平洋の海況 （9月 4～7日） 

 概況；沿岸水温は 19℃台 

○太平洋沿岸域の表面水温  

 前回に比べ 1 度ほど降温しましたが、前年同期と比

べると 2～3度低い水温となっています。 

○津軽暖流の尻屋崎東方への張り出し 

 19℃等温線でみると東経 142 度 20 分付近までと、前

回より弱まっています。 

○親潮系冷水の南下  

 17℃等温線でみると北緯 40 度 20 分付近までと、前

回とほとんど変わっていません。 

太平洋の海況 （8月 4～7日） 

 概況；沿岸水温は 24～25℃台 

○日本海沿岸域の表面水温  

前回に比べ 1 度ほど降温しましたが、昨年同期と比

べると同程度の水温となっています。 

○平成 20 年度 太平洋いか類漁場第 2 次一斉調査結果 

 8 月 29 日～9 月 2 日にかけて試験船開運丸にて「太平洋沖合にいか

類漁場第 2 次一斉調査」を実施しました。その結果は表１のとおりで

す。スルメイカは出戸線（北緯 41 度 00.2 分）の沿岸側（東経 141 度

30 分～東経 142 度付近）に多く分布し、アカイカは尻屋崎線（北緯 41
度 25.8 分）の沿岸側（東経 142 度 19.8 分）、鮫角線（北緯 40 度 32.2
分）の沖合側（東経 143 度 41.3 分）で多い分布が見られました。 


